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浮遊粉じんの測定について

秋田県衛生科学研究所

環境衛生科芳賀義昭

中尾国太郎

’~ はじめに 街近くに位置し、東北方約300 m に千•秋公園（城

大気汚染がその度を増し、色々な形で弊害が現 址）が小高い杜を成し、周囲は大体南と西は商店

われ、当然衛生学的にも深刻な問題として取り上 街、北は住宅街と云った取境である。同鉄「あき

げられている。 S02については別に報告したが、 た駅」は東方約 1kmにあり、他に 2伽以内では大

更に大気中の浮遊粉じんについて測定を試みたの きな工場はない。

で報告する。 測定期日

測定場所 昭和45年 1月～ 6月の 6ヶ月間、略々 1週I:il々

当衛生科学研究所の屋上（地上13.5m)で浮遊 隔で試料を採取した。ー・・回の採取時間は 8時間と

粉じんの採取を行なった。研究所は秋田市の中心 した。測定日と当日の天侯を表 lに示す。

表 l 測 定 日 と 気 象 状 況

• 

測 、疋土 日 天 気 風 向 風速m/s 視程細

S45. 1. 21 ＜ も り w 6 30 

I. 28 晴 w 4 40 

2. 4 雪 E 1 30 

2 12 ＜ も り NW  5 30 

2. 17 快 晴 w 4 40 

2. 25 みぞれ NNW 3 5 
-3. 4 雪 SE~NW 3 5 

3. 11 ＜ も り W-N 3 40 

3. 18 ＜ も り W~NW 7 10 

3. 25 晴 NW  6 30 

3. 31 晴 SW  4 30 

, 4. 8 快 晴 NW  3 30 

4. 16 ＜ も り NW  4 20 

4. 23 快 晴 NW  2 20 

4. 30 うすぐもり NW  2 20 

5. 6 うすぐもり SE 5 20 

5. 20 小 雨 SW  3 5 

6. 3 晴 NW  3 30 

6. 10 うすぐもり SW  2 10 

6. 16 ＜ も り s 6 40 
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測定方法

ハイヴオリウムエアーサンプラーを用い、 8X 

10inchのガラス繊維フィルターに浮遊粉じんを捕

集した。フィルターは恒湿デシケーターに収納放

置後使用し、粉じん捕集後も同様デシケーター中

に24~48時間放罹し、璽量を測定した。次いで稀、

HNOぷ（ 1: 1) で加温抽出し、原子吸光法によ

り金属を測定した。

結果

表 2に示す。
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表 2 粉じんおよぴ各種金属の測定成績

単位：＇呼／ m'

A 採取月日 粉じん量 Zn Ph Fe Cu Cd 

1 45. 1. 21 87.67 0.26 0.36 0.92 0.081 0.008 

2 28 94.40 0.28 0.34 0.73 0.065 0. 004 

,~ 3 2.4 80.30 0.11 0.17 0.30 0.063 0.004 

4 12 75.18 0.12 0.35 0.43 0.069 0.003 

5 17 95.59 0.23 0.35 1.06 0.066 0.006 

6 25 58.51 2.95 0.39 0.96 0.032 0.007 

7 3. 4 70.84 2.94 0.47 0.98 0.045 0.008 

8 11 100.42 2.08 0.37 1.51 0.046 0.006 

， 18 89.35 1.92 0.29 1.17 0.048 0.006 

10 25 180.25 2.26 0.41 2.83 0.050 0.006 
ヽ

11 31 57.60 5.04 ， 0.24 2.32 0.022 0.003 

12 4. 8 178.34 2.97 0.26 2.92 0.030 0.004 ， 
13 16 147.77 6.52 0.37 2.53 0.057 0.006 

14 23 134.75 7.48 0.27 2.37 0.040 0.004 

15 30 117.82 7.75 0.31 2.41 0.036 0.005 

16 5. 6 167.08 8.05 0.25 3.35 0.045 0.007 

17 20 101.05 6.67 0.26 1.60 0.043 0.006 

18 6. 3 92.19 4.12 0.24 2.00 0.029 0.004 

19 10 179.03 7.60 0.38 3.43 0.058 0.005 

20 16 13i.27 3.20 0.14 2.70 0.034 0.00・3 
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表3には各項目の最小値、最大値、平均値及ぴ 前半10回と後半10回に分けて平均値を掲げた。

表3 測定値の最小•最大およぴ平均値単位呼／m'

粉じん量 Zn 

最 小 57.60 0.11 

最 大 180.25 8.05 

乎 均 111.97 3.63 

前 半平 均 93.25 1.32 

後半平均 130.69 5.94 

検討，

表4には大都市や工業都市の成績(S43)を並ペ

たが、これと比較すると秋田が総体に下廻ってい

るが、これは当然と思ぅ。

粉じん量 平均値 l̀11.97呵＇戸（以下単位略）

であるが、大体表4の都市吸Xである。

Zn 平均値3.63は大体2倍である。粉じん量

に比べて Znが特に多い前半10回は大体表4の

Pb Ee Cu Cd 

0.14 0.30 0.022 0.003 

0.47 3.43 0. 001 0.008 

0.31 1.83 0.048 0.005 

0.35 1.09 0.057 0.006 

0.27 2.56 0.039 0.005 

都市並みであるが、後半10回が多かった。

Pd 平均値0.31は同程度か、それを下廻る数

値である。

Fe 平均値1.83は非常に少ない。 Xないしそ

れ以下である。

Cu 平均値0.04 8はFe程ではないが少ない。

Cd 0.005は東京(S42)0.016のXを云った所で

ある。

，表4 各都市の浮遊粉じん量（呼／m’) （昭和43年）

粉じん量 Zn p b 

札 幌 220 く1.1 く0.30

東 尽• 175 1. 2 0.43 

} l | 崎 420 2.4 0.89 

大・ 阪 297 1. 8 0.74 

尼 崎 231 2.0 0.70 

宇 部 236 く1.1 〈0.30

北九州 202 く1.1 く0.30

米（年度不明）国 55~500 o. 1~8.3 

前半積雪の頃と、後半融雪後の季節にわけて、

別々に平均を求めると、表3の下欄の始くになる。

粉じん量は後半の方が多いが、測定した金属で後

半多いのはZnと凡であった。 Pb、Cuは後半少ない。

Cdは似たような数字であった。

因に同じ場／所の開下ばいじん中の不溶解性物質

Fe Cu Cd 

4.5 0.068 

3.5 0.123 o. 016 (S42) 

14.7 0.395 

5.3 0.088 

7.5 0.149 

4.2 0.058 

6.8 0. ('[18 

4.1~6.2 0.18~0.45 

は次のようである。

1月～ 3月平均 2 16 tou/krn2 /Mon 

4月～ 6月平均 4. 1 8 11 

測定項目別の相互の相関は表 5に示すとおりで

ある。
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表 5

粉じん贔 Zn p b Fe Cd 

粉じ人量

Zn ＊ +o.4652 

Pb -o. 0306 -0.1249 

Fe * * * *+0.8198 * * * * +o. 7 47 5 -0.1657 

Cd -o.0220 +0.0171 * * * +0.6161 -o.1129 

Cu -0.0500 +o.1602 +o.3450 -0.4688 +0.2666 

*P <0.05 **P <0.02 ***P <0.01 ****P <0.001 

即ち、粉じん贔、Zn、いの三者間、及び CdとPb

の二者間に相関が認められた。 FよCuには負の相

関が見られた。

おわりに

浮遊粉じん中の 5帥類の金属の測定を行なった

が、 Zn以外は他の大都市や工業都市に比ぺて少な

かった。粉じんの贔や組成は地域によって勿論異

るであろうが、成分組成と粒度組成を明らかにす

ることは衛生学的に極めて大切なことだと思う。

検討の項に記したように、項目別には祉的に必ず

しも相関はないので、ある項目から他を類推する

ことは不可能と思われるのである。他にも測定の

必要な金属や項目もあるし、中でも粒度分布の測

定は絶対必要であると思う。
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